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(57)【要約】
　本発明は、基地局においてセル間干渉を軽減するよう
にモバイル端末を支援するための方法であって、無線リ
ソース制御信号伝達において主要な干渉するセルの識別
情報をユーザ端末に対して送信するステップを含む方法
を提案する。本発明の問題解決手法を用いれば、基地局
からユーザ端末に対して信号伝達を行うことにより、ユ
ーザ端末がより効果的に干渉軽減するよう支援すること
が可能である。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基地局においてセル間干渉を軽減するようにユーザ端末を支援するための方法であって
、
　Ａ．無線リソース制御信号伝達において主要な干渉するセルの識別情報を前記ユーザ端
末に対して送信するステップ、
を含む、方法。
【請求項２】
　前記主要な干渉するセルの前記識別情報は、
　前記主要な干渉するセルの物理的セル識別情報と、
　前記主要な干渉するセルの物理的セル識別情報と、前記ユーザ端末の現在のサービング
・セルの物理的セル識別情報との間の差と、
のうちのいずれか一方を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　ほとんどのサブフレームのタイプを前記ユーザ端末に対して送信するステップ、
をさらに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　チャネル状態情報－基準信号が、前記ユーザ端末に対して送信されるべきかどうかを判
断するステップと、
　前記チャネル状態情報－基準信号が、前記ユーザ端末に対して送信されるべき場合に、
前記チャネル状態情報－基準信号の構成情報を前記ユーザ端末に対して送信するステップ
と、
をさらに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　同期信号伝達に関連した情報を前記ユーザ端末に対して送信するステップ、
をさらに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記同期信号伝達に関連した情報は、開始するサブフレーム番号のオフセットを含む、
請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記開始するサブフレーム番号の前記オフセットは、サブフレーム・レベル・オフセッ
ト、および／またはＯＦＤＭシンボル・レベル・オフセットを含む、請求項６に記載の方
法。
【請求項８】
　前記基地局は、干渉するセルの基地局を備え、前記干渉するセルは、ユーザ端末ハンド
オーバーまたはセル再選択の前に前記ステップＡを実行する、請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　前記干渉するセルは、マクロセル基地局を備える、請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　ユーザ端末ハンドオーバーまたはセル再選択の間に、前記基地局は、干渉されたセルの
基地局を含み、また前記干渉されたセルは、ユーザ端末ハンドオーバーまたはセル再選択
の後に前記ステップＡを実行する、請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　前記干渉されたセルの基地局は、ピコセルを備える、請求項１０に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ワイヤレス広帯域通信に関し、より詳細には基地局において干渉を軽減する
ようにユーザ端末に指示するための方法に関する。
【背景技術】
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【０００２】
　異機種ネットワーク（ＨｅｔＮｅｔ：Ｈｅｔｅｒｏｇｅｎｅｏｕｓ　ｎｅｔｗｏｒｋｓ
）が、ＬＴＥ－Ａ作業項目の範囲に追加されるようになった。今では、同一チャネルのＨ
ｅｔＮｅｔ配備のための機能強化されたセル間干渉調整（ｅＩＣＩＣ：ｅｎｈａｎｃｅｄ
　ｉｎｔｅｒ－ｃｅｌｌ　ｉｎｔｅｒｆｅｒｅｎｃｅ　ｃｏｏｒｄｉｎａｔｉｏｎ）は、
リリース１０にとって重要な技術的ポイントのうちの１つである。
【０００３】
　同一チャネルのＨｅｔＮｅｔは、同じ周波数チャネルの上で動作するマクロセルとピコ
セルとを備える。そのような配備により、新たなセル間干渉相殺（ＩＣＩＣ：Ｉｎｔｅｒ
－Ｃｅｌｌ　Ｉｎｔｅｒｆｅｒｅｎｃｅ　Ｃａｎｃｅｌａｔｉｏｎ）技法が必要となるよ
うないくつかの特定の干渉状況が生じる。
【０００４】
　１つの状況においては、ピコセルは、マクロセルラー方式ネットワークのユーザに対し
てオープンである。そのようなピコセルに対して、確実に全体のトラフィック負荷のうち
の有益な割り当て分を運ぶように、ユーザ機器（ＵＥ：ｕｓｅｒ　ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ）
は、マクロセルではなくてピコセルに優先的にアクセスするようにプログラムされること
もある。例えば、信号対干渉雑音比（ＳＩＮＲ：Ｓｉｇｎａｌ－ｔｏ－Ｉｎｔｅｒｆｅｒ
ｅｎｃｅ　ｐｌｕｓ　Ｎｏｉｓｅ　Ｒａｔｉｏ）しきい値にバイアスをかけることにより
、ＵＥは、アクセスすべきピコセルを選択することができる。そのような条件下では、ピ
コセルのカバレッジ・エリアの境界近くにあり、またピコセルにアクセスするＵＥは、１
つまたは複数のマクロセルから強い干渉を受けることになる。そのような干渉を軽減する
ために、いくつかのサブフレームは、マクロセルにおいて、「ブランク」または「ほとん
どブランク」として構成されることもある。ブランクのサブフレームは、マクロセルから
の送信を含まないが、「ほとんどブランク」のサブフレームは、一般的に、データ送信を
含まず、ほとんど制御信号の送信を含まないかまたは全く制御信号の送信を含まないが、
レガシー端末との後方互換性を保証するために基準信号（ＲＳ：Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　Ｓ
ｉｇｎａｌ）送信を含むことになる。レガシー端末は、測定のための基準信号を見出すこ
とを期待するが、ほとんどブランクのサブフレームの構成については知らない。ほとんど
ブランクのサブフレームはまた、同期信号、ブロードキャスト制御情報、および／または
ページング信号を含むこともできる。
【０００５】
　ブランクまたはほとんどブランクのサブフレーム（ＡＢＳ：ｂｌａｎｋ　ｏｒ　ａｌｍ
ｏｓｔ　ｂｌａｎｋ　ｓｕｂｆｒａｍｅｓ）の利用を効果的にするために、ＬＴＥにおい
て「Ｘ２」インターフェースとして知られている対応するバックホール・インターフェー
スを通してマクロセルからピコセルへの信号伝達が必要となる。なお、以降では、用語「
ＡＢＳ」を使用し、用語「ＡＢＳ」は、ブランクのサブフレームと、ほとんどブランクの
サブフレームとの両方を含むものと理解されるべきである。ＬＴＥリリース１０では、こ
のＸ２信号伝達は、ＡＢＳパターンを示す調整ビットマップの形式を取ることになること
が合意されている。例えば、各ビットは、一連のサブフレームの中の１つのサブフレーム
に対応し、またそのビットの値は、サブフレームが、ＡＢＳであるか否かを示す。例えば
、１は、サブフレームがＡＢＳであることを示し、０は、サブフレームが、ＡＢＳではな
いことを示し、または逆の場合もありうる。そのような信号伝達は、例えば、ＡＢＳの間
にピコセルの境界の近くでＵＥに対する送信をスケジュールすることにより、ピコセルが
、ピコセルにおけるデータ送信を適切にスケジュールして、干渉を回避し、また低いマク
ロセルラー方式の干渉を有するサブフレームをＵＥに対して信号で伝える助けを行うこと
ができ、またそれゆえに、ＲＲＭ（無線リソース管理（Ｒａｄｉｏ　Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　
Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ））／ＲＬＭ（無線リンク・モニタリング（Ｒａｄｉｏ　Ｌｉｎｋ
　Ｍｏｎｉｔｏｒｉｎｇ））／ＣＳＩ（チャネル状態情報（Ｃｈａｎｎｅｌ　Ｓｔａｔｅ
　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ））測定のために使用されることもある。
【０００６】
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　しかしながら、上記で述べられるように、レガシー端末との後方互換性を保証するため
に、測定のためのセル基準信号（ＣＲＳ：ｃｅｌｌ　ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　ｓｉｇｎａｌ
ｓ）、および、同期信号（ＳＳＳ（二次同期信号（Ｓｅｃｏｎｄａｒｙ　Ｓｙｎｃｈｒｏ
ｎｉｚａｔｉｏｎ　Ｓｉｇｎａｌ））／ＰＳＳ（一次同期信号（Ｐｒｉｍａｒｙ　Ｓｙｎ
ｃｈｒｏｎｉｚａｔｉｏｎ　Ｓｉｇｎａｌ）））、ブロードキャスト制御情報（ＰＢＣＨ
（物理的ブロードキャスト・チャネル（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｂｒｏａｄｃａｓｔ　Ｃｈａ
ｎｎｅｌ）、ＳＩＢ－１（システム情報ブロック（Ｓｙｓｔｅｍ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏ
ｎ　Ｂｌｏｃｋ）））、および／またはページング信号などのいくつかの基本的な物理的
チャネルは、このサブフレームが、ＡＢＳであるように構成されているか否かにかかわら
ず、依然として送信される。これは、ＡＢＳに対応するサブフレームにおけるピコセル・
データ及び制御チャネル上のマクロセル基地局（ＭｅＮＢ）ＣＲＳによって引き起こされ
る干渉、ならびにマクロセルとピコセルとの間の基本的な物理的チャネル上のＣＲＳの競
合および干渉が、常に存在することを意味する。３ＧＰＰ　ＲＡＮ１の考察中に、バイア
ス・セルの選択によるセル範囲の拡大（ＣＲＥ：ｃｅｌｌ　ｒａｎｇｅ　ｅｘｐａｎｓｉ
ｏｎ）は、ピコセルのカバレッジを拡大すること、および次いでトラフィック負荷のバラ
ンスをとることに対する１つの主要なアプローチとして考えられる。ＣＲＥについての選
択されたバイアス値が大きくなればなるほど、これらの２種類の干渉はより深刻になるで
あろう。それは、ＣＲＥについての選択されたバイアス値が大きくなればなるほど、ピコ
セルのカバレッジ範囲はより大きくなり、マクロセルからの干渉も同様に強くなるからで
ある。
【０００７】
　現在、ＲＡＮ全体会議＃５１においては、ＵＥの性能強化に焦点を当てた「ＬＴＥにつ
いてのさらに強化された非ＣＡベースのＩＣＩＣ」は、Ｒｅｌ－１１のｅＩＣＩＣトピッ
クについての新しい作業項目として合意されている。ＵＥ　ＤＬの制御およびデータ・チ
ャネル検出能力をかなり改善するために、それは、既存のＦＤＤシステムおよびＴＤＤシ
ステムが依存しているＵＥ測定／報告モード（必要な信号伝達設計を含む）を改善すべき
かどうか、支配的な干渉源（競合するＲＳおよび競合しないＲＳ、ならびにＡＢＳとして
使用されるＭＢＳＦＮ、ならびにＡＢＳサブフレーム構成を含む）の存在する中でＵＥ性
能要件（目的達成に関連した改善、または規格に関連した改善）を改善すべきかどうかに
関して主要な研究になるであろう。
【０００８】
　しかしながら、今のところ、いかにして、ＵＥが、その性能要件と検出能力を強化する
かについて説明する詳細な技術的問題解決手法は存在していない。
【先行技術文献】
【非特許文献】
【０００９】
【非特許文献１】ＬＴＥリリース１０
【非特許文献２】ＬＴＥ　Ｒｅｌ－１１
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明の第１の態様によれば、基地局においてセル間干渉を軽減するようにモバイル端
末を支援するための方法であって、無線リソース制御信号伝達において主要な干渉するセ
ルの識別情報をユーザ端末に対して送信するステップを含む方法が、提供されている。
【００１１】
　本発明の問題解決手法を用いれば、基地局からユーザ端末に対して信号伝達を行うこと
により、ユーザ端末が干渉をより効果的に軽減するように支援される。その情報は、ユー
ザ端末が、干渉するセル、および干渉されたセルについてのより多くの干渉ステータス、
ならびにネットワーク構成情報を知るために役に立つ。すべての情報は、ユーザ端末が、
干渉の相殺、送信ミューティング、受信パンクチャ、および干渉抑制などの干渉軽減を実
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行するために使用される可能性がある。さらに、一実施形態においては、ハンドオーバー
・プロシージャまたは選択／再選択プロシージャに基づいて信号をいつ送信すべきかが、
規定されており、これはまた、ユーザ端末の干渉軽減に対して役に立つ。
【００１２】
　本発明の他の目的、特徴および利点は、添付図面と併せて解釈されるときに、本発明の
非限定的な実施形態についての以下の詳細な説明を読むとすぐに、より明快になるであろ
う。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本発明の具体的な実施形態によるセル・ハンドオーバーについての概略図である
。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　同じまたは類似した参照番号は、同じまたは類似したステップの特徴、または手段／モ
ジュールを示す。
【００１５】
　第一に、本発明において使用されるいくつかの用語は、以下のように規定される。
【００１６】
　－　異機種ネットワーク：いわゆる異機種ネットワークは、少なくとも部分的にオーバ
ーラップするカバレッジ・エリアを有するいくつかの種類の基地局（例えば、マクロ基地
局、他のマイクロセルラー方式基地局など）を備えるネットワークである。
【００１７】
　－　ピコセル：本発明における干渉されたセル。異機種ネットワークにおいては、ピコ
セルは、一般的に、建物の中などの小規模エリア（オフィス、ショッピング・モール、鉄
道の駅など）をカバーする。セルラー方式ネットワークにおいては、ピコセルを一般的に
使用して、アウトドア信号がうまく到達しないインドア・エリアへとカバレッジを拡大し
、またはホットスポット・カバレッジのために非常に密度の高い電話使用を伴うエリアに
おいてネットワーク容量を増加させる。
【００１８】
　－　マクロセル：本発明における干渉するセル。マクロセルは、高電力セルラー方式基
地局によってサービスされる無線カバレッジを提供するネットワークである。
【００１９】
　－　ほとんどブランクのサブフレーム（ＡＢＳ）
【００２０】
　－　ＣＲＥバイアスされた規則
【００２１】
　セル範囲拡大の目的を達成するために、バイアスされた値が、ピコセルＲＳＲＯ／ＲＳ
ＰＱ選択のために追加され、その結果、最初にマクロセル管理下のユーザ端末は、ピコセ
ルにアクセスすることができる。例えば、ＲＳＲＰ／ＲＳＲＱの最初のしきい値は、－６
ｄＢであり、またバイアスされた値は、－３ｄＢであり、すなわち、最初にピコセルにア
クセスすることができなかった－９ｄＢと－６ｄＢとの間のユーザ端末は、ＣＲＥを通し
てピコセルにアクセスすることができる。
【００２２】
　次いで、考察は、本発明に関与するＲＲＣ信号の背景を導入するであろう。３ＧＰＰ　
ＲＡＮ１の考察中に、バイアス・セル選択のパラメータによるセル範囲拡大（ＣＲＥ）は
、ピコセルのカバレッジを拡大し、また次いでマクロセルと、ピコセルとの間のトラフィ
ック負荷をバランスさせる１つの主要な方法として考えられる。ほとんどブランクのサブ
フレームは、干渉されたセルの上での干渉を低減させるように、干渉するセルの上で構成
されている可能性があるが、セル基準信号（ＣＲＳ）、物理的ブロードキャスト・チャネ
ル（ＰＢＣＨ）、一次同期信号（ＰＳＳ）／二次同期信号（ＳＳＳ）、およびシステム情
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報ブロック（ＳＩＢ）など、基本的なチャネルまたは信号は、送信されることになり、こ
れはまた、干渉されたセルによってサービスされるユーザ端末について、制御チャネル及
びデータ・チャネル上の信号の受信に対して影響を及ぼすこともある。
【００２３】
　ユーザ端末における干渉の相殺（ＩＣ）は、制御チャネルと、データ・チャネルとの両
方の検出についてのユーザ端末の能力を強化するやり方とすることができる。しかしなが
ら、ユーザ端末側でＩＣを実行するためには、ＩＣを実行する前に、ネットワーク配備と
、主要な干渉するセルとに関する情報についてユーザ端末に通知することが、より有利で
ある。マクロセルは、ユーザ端末それ自体に比べて、ネットワーク配備と、主要な干渉す
るセルとに関するより多くの情報を知っているので、マクロセルからユーザ端末への無線
リソース制御（ＲＲＣ）信号を使用することは、そのような種類の情報を通知する妥当な
方法になるであろう。すべてのこれらの情報は、基地局側の上で推奨として取り扱われる
可能性がある。
【００２４】
　この種類の情報を用いて、ユーザ端末は、同期化情報、主要な干渉するセル、ＣＳＩ－
ＲＳ構成、サービング・セルと干渉するセルとについてのＣＲＳ、マルチメディア・ブロ
ードキャスト単一周波数ネットワーク（ＭＢＳＦＮ：Ｍｕｌｔｉｍｅｄｉａ　Ｂｒｏａｄ
ｃａｓｔ　Ｓｉｎｇｌｅ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）、またはＡＢＳ構成な
ど、干渉ステータスと、ネットワーク配備との両方についてより多く知ることになる。す
べてのこれらの情報は、ユーザ端末による干渉の相殺を実行する詳細なプロシージャに影
響を及ぼすことになる。ユーザ端末ＩＣは、ユーザ端末それ自体についての実装形態の論
点として取り扱われる可能性があるので、本発明は、基地局が、干渉の相殺においてユー
ザ端末を支援するための信号伝達を通知する方法について主として焦点を合わせるであろ
う。
【００２５】
　実例は、一例として干渉の相殺を取ることにより、上記で提示されているが、本発明に
よって提案される信号伝達の相互作用はまた、Ｒｘパンクチャ、Ｔｘミューティング、干
渉抑制など、干渉の軽減においてユーザ端末を支援するための他の問題解決手法に対して
も適用され、これらの問題解決手法は、以下で詳細に説明されることになることに注意す
べきである。
【００２６】
＞ＵＥ特有のＲＲＣ信号伝達
　ＵＥの干渉軽減は、干渉するセルからの強い干渉の下でＵＥのために役に立つにすぎな
いことになるので、ＵＥ特有のタイプにおいて、それを設計することが、よりよいことで
ある。どのＵＥ／複数のＵＥに対して、干渉の軽減のための信号が送信されるかに関する
決定は、ＵＥ（単数または複数）からのＣＳＩまたはＲＳＲＰ（基準信号受信電力（Ｒｅ
ｆｅｒｅｎｃｅ　Ｓｉｇｎａｌ　Ｒｅｃｅｉｖｉｎｇ　Ｐｏｗｅｒ））／ＲＳＲＱ（基準
信号受信品質（Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　Ｓｉｇｎａｌ　Ｒｅｃｅｉｖｉｎｇ　Ｑｕａｌｉｔ
ｙ））の測定報告に依存する。それは、一次セルと、干渉するセルとからのＲＳＲＰ測定
値が、所定のしきい値を超過する場合、そのときには基地局からこのユーザ端末に対して
干渉軽減のための信号を送信することが必要であることを意味する。このしきい値は、ネ
ットワークによって決定され、また準静的にアップデートされる可能性がある。
【００２７】
＞いつそれを送信すべきか
　現在、ＣＲＥは、ＲＲＣ接続モードのためだけであり、またＲＲＣアイドル・モデルに
対して拡張される可能性がある。それに基づいて、考察は、２つの状況に、すなわち、ハ
ンドオーバー（ＲＲＣ接続に対応する）中と、セル選択／再選択（対応するＲＲＣアイド
ル）中とに分離される。
【００２８】
■ハンドオーバー
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　ＣＲＥが、ＲＲＣ接続モードのためだけに使用可能であるときに、それは、ユーザ端末
が、最初にマクロセル（ソース基地局）上でキャンプを行い、次いでバイアスされた規則
に基づいてピコセル（ターゲット基地局）に対してハンドオーバーすることになることを
意味する。図１は、ハンドオーバー・プロシージャの一例を示すものである。
【００２９】
　第一に、ステップＳ１００において、エリア制限条件が提供される。次いで、ステップ
Ｓ１０１において、ソース・セルは、ユーザ端末に対して測定制御を送信する。ステップ
Ｓ１０２において、ユーザ端末は、測定報告をソース・セルに対して送信する。ステップ
Ｓ１０３において、ソース・セルは、ハンドオーバーの決定を行う。ステップＳ１０４に
おいて、ソース・セルは、ターゲット・セルに対してハンドオーバー要求を行う。ステッ
プＳ１０５において、ターゲット・セルは、アドミッション制御を実行する。次に、ステ
ップＳ１０６において、ターゲット・セルは、ソース・セルに対してハンドオーバー要求
の肯定応答を開始する。ステップＳ１０７において、ソース・セルは、ユーザ端末に対し
てＲＲＣ接続再構成（ＲＲＣＣｏｎｎｅｃｔｉｏｎＲｅｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ）メ
ッセージを送信する。ステップＳ１０８において、ソース・セルは、ターゲット・セルに
対してＳＮ（シーケンス番号（Ｓｅｑｕｅｎｃｅ　Ｎｕｍｂｅｒ））ステータス転送を送
信する。ステップＳ１０９において、ユーザ端末は、ターゲット基地局に対して同期化情
報を送信する。その後にステップＳ１１０において、ターゲット基地局は、ユーザ端末に
ついてのアップリンク割り付け（ＵＬ割り付け）と、ＴＡとを送信する。ステップＳ１１
１において、ユーザ端末は、ターゲット基地局に対してＲＲＣ接続再構成完了情報を送信
する。ステップＳ１１２において、ターゲット基地局は、モビリティ管理エンティティ（
ＭＭＥ：Ｍｏｂｉｌｉｔｙ　Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ　Ｅｎｔｉｔｙ）に対して経路切替要
求を送信する。ステップＳ１１３において、ＭＭＥは、サービング・ゲートウェイに対し
てユーザ・プレーン・アップデート要求を送信する。ステップＳ１１４において、サービ
ング・ゲートウェイは、ダウンリンク経路を切り替える。次いでステップＳ１１５におい
て、サービング・ゲートウェイは、ユーザ・プレーン・ゲートウェイ応答をＭＭＥに対し
て返信する。ステップＳ１１６において、ＭＭＥは、ターゲット基地局に対して経路切替
要求の肯定応答を送信する。ステップＳ１１７において、ターゲット基地局は、ソース基
地局に対してＵＥコンテンツ・リリースを送信する。最後にステップＳ１１８において、
ソース基地局は、リソースを解放する。
【００３０】
　図１から明らかであるように、ハンドオーバーの前に、ユーザ端末は、ＲＳＲＰ／ＲＳ
ＲＱ測定を実行し、またマクロセルに対してそれを報告することになる。ユーザ端末から
ＣＳＩ測定値を受信した後に、マクロセルのＲＳＲＰは、ピコセルのＲＳＲＰよりも大き
くなるが、マクロセルは、ＣＲＥ規則に基づいてこのユーザ端末をピコセルに対してハン
ドオーバーすることになる。ステップＳ１０６において、「ハンドオーバー要求の肯定応
答」を受信した後に、マクロセルは、ハンドオーバーのために必要なモビリティ制御情報
（ｍｏｂｉｌｉｔｙＣｏｎｔｒｏｌＩｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）についてのＲＲＣ信号につ
いてユーザ端末に通知することになる。本発明により提案されるような干渉軽減のための
信号は、やはり図１の中に示されるように、ＲＲＣ接続再構成メッセージと一緒にユーザ
端末に対して送信される可能性がある。ＲＲＣ接続再構成メッセージは、モビリティ制御
情報のＲＲＣ信号を含むことができ、ここではモビリティ制御情報と、ＲＲＣ接続再構成
との両方は、ＲＲＣ信号のキャリアであり、また干渉軽減のための信号は、ＲＲＣ接続再
構成の中に埋め込まれることもある。
【００３１】
　当業者によって理解されることになるように、図１に示されるマクロセルは、ユーザ端
末が、ハンドオーバーを完了する前に、ユーザ端末に対して干渉軽減のための信号を送信
するが、ユーザ端末が、ピコセルからこれらのＲＲＣによって搬送される情報を受信する
能力を有する場合、干渉軽減のための信号は、ユーザ端末が、マクロセルからピコセルへ
のハンドオーバーを完了した後に、ピコセルの基地局によりユーザ端末に対して提供され
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る可能性もある。
【００３２】
■セル選択／再選択
　ＣＲＥが、ＲＲＣアイドル・モードに拡張する場合には、それは、ＵＥが、バイアスさ
れたセル選択規則に基づいて、セルの選択／再選択プロシージャ中にピコセル上に直接に
キャンプすることになることを意味する。この状況では、ユーザ端末からピコセルの基地
局によって受信される測定報告が、上記で考察された所定のＣＲＥ要件を満たす場合に、
ピコセルは、干渉軽減のための信号についてユーザ端末に通知する必要がある。この規則
は、ハンドオーバー中の規則と同じであるべきである。
【００３３】
＞干渉軽減のために、どの種類の情報が、ユーザ端末に対して送信されるべきか
　性能強化のための干渉軽減を実行するために、ならびに同期チャネル、ブロードキャス
ティング・チャネル、制御信号など、基本的な信号の受信を保証するために、ユーザ端末
は、主要な干渉するセルからの干渉を最初に推定し、次いで受信信号から干渉を取り除く
必要がある。この目的を達成するために、ユーザ端末は、隣接する干渉するセルについて
の十分に正確なチャネル推定結果と、さらに検出能力とを有するべきである。以下の部分
では、ユーザ端末において干渉軽減を保証するために必要とされるすべての可能性のある
必要な情報が、リストアップされるであろう。
【００３４】
■主要な干渉するセルの識別情報
　ユーザ端末が、どの隣接するセルが主要な干渉源であるかを知っている場合、ユーザ端
末が干渉軽減を実行することが、助けになる。例えば、これを知った後に、ユーザ端末は
、この主要な干渉源から生成される干渉を復元し、また次いでレシーバにおいて、干渉の
相殺を実行することができる。主要な干渉するセルの識別はまた、Ｒｘパンクチャ、Ｔｘ
ミューティング、干渉抑制などの状況に対しても適用可能である。現在のＣＳＩ測定値に
基づいてではあるが、ユーザ端末が、２つの異なるＣＳＩ測定値の組を構成することによ
り、主要な干渉源を識別することが可能である。しかし、２つ以上の主要な干渉源が存在
する場合、Ｔｘミューティング、干渉抑制などの問題解決手法が存在する場合、またｅＩ
ＣＩＣのためにＡＢＳ問題解決手法を適用するときに、主要な干渉源を識別することは難
しく、このようにして測定された干渉ステータスは、より複雑になるであろう。これに基
づいて、基地局が、ユーザ端末に対してネットワーク配備に基づいた正確な主要な干渉す
るセルの識別情報を通知することは、よい問題解決手法である。この問題解決手法を遂行
するステップは、以下を含んでおり、すなわち一次セルは、この情報をＰＣＩＤと直接に
組み合わせることができ、また、何らかの専用のＰＣＩＤを有する隣接するセルが主要な
干渉するセルであり得ることを、ユーザ端末に直接に示唆することができる。その後に、
ユーザ端末は、専用のＰＣＩＤを有するこれらのセル上で、干渉の相殺に焦点を合わせる
ことができる。以下のステップは、どのようにしてユーザ端末が、ＰＣＩＤ情報の助けを
用いて干渉軽減を実行するかについて、詳細に説明することになる。
【００３５】
　さらに、主要な干渉するセルを識別することに対する別のアプローチは、主要な干渉す
るセルについてのＣＲＳの位置と、一次セルについてのＣＲＳの位置との間の周波数ドメ
インの差の値についてユーザ端末に通知することである。情報を獲得するとすぐに、ユー
ザ端末は、それがさらに以下を獲得することができることを知っている。
【００３６】
■物理的セルＩＤ（ＰＣＩＤ）
　物理的セルＩＤは、一次セルの物理的セルＩＤ、干渉するセルの物理的セルＩＤ、なら
びにＣＲＳ競合ステータスを含む。
【００３７】
　ＡＢＳの定義に基づいて、干渉するセルのＣＲＳは、レガシー・ユーザ端末の受信を保
証するために、すなわち、後方互換性を保証するために、ＡＢＳサブフレームと、非－Ａ
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ＢＳサブフレームとの両方の上で送信されることになる。それは、ＰＤＣＣＨと、ＰＤＳ
ＣＨと、の両方の上でのＣＲＳ干渉が常に存在するが、ＭＢＳＦＮタイプのＡＢＳでは、
ＣＲＳ干渉はＰＤＳＣＨ上では存在しないことを意味する。隣接するセルのＣＲＳによっ
て生成される干渉を相殺するために、ユーザ端末は、ＣＲＳシーケンス、マッピング位置
、および経験しているチャネルを知る必要がある。すべてのこれらの情報は、ＰＣＩＤ構
成に関係づけられる。現在、一次セルＩＤ情報と、隣接するセルＩＤ情報とは、システム
情報ブロック・タイプ４（ＳＩＢ４：ＳｙｓｔｅｍＩｎｆｏｒｍａｔｉｏｎＢｌｏｃｋＴ
ｙｐｅ４）によって送信される可能性がある。しかしながら、すべてのこれらの情報は、
オプションであり、すなわち、基地局は、強制的なやり方でこの情報を送信することはな
い。それが、ユーザ端末において干渉の相殺の目的を達成するためである場合、そのとき
にはこの情報は、強制的なやり方で送信されるべきである。ＰＣＩＤが、ＣＲＳシーケン
スの生成およびマッピングの位置に関係づけられるので、すべての情報は、一次セルおよ
び隣接するセルについてのチャネル推定、ならびにＣＲＳにより生成された干渉の相殺に
影響を及ぼすことになる。干渉するセルのＰＣＩＤ情報、ならびに主要な干渉するセルの
識別情報を受信することにより、ユーザ端末は、隣接するセルによって深刻な干渉を受け
るリソース要素（ＲＥ：Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｅｌｅｍｅｎｔ）の位置を知り、次いで干渉
する信号と、その経験しているチャネルとを復元し、また最後に干渉の相殺を遂行するこ
とができる。ＳＩＢ４は、ユーザ端末の上で強い干渉を生成する干渉するセルだけに限定
されるのではなく、ネットワーク構成から取得され、また現在のセルのすべての隣接する
セルに関連した情報を含む、隣接するセルの上の情報を含むことに注意すべきである。さ
らに、本発明においては、ＰＣＩＤは、ＵＥ特有であるＲＲＣ信号伝達に基づいて送信さ
れるのに対して、ＳＩＢ４におけるセル特有の情報は、ブロードキャスト情報であり、ユ
ーザ特有ではない。
【００３８】
　さらに、上記考察は、ＣＲＳの競合が存在していないという仮定に基づいている。ＣＲ
Ｓの競合が、場合によって存在する場合、ＣＲＳが競合しているかどうかもまた、ユーザ
端末に通知されるべきである。その理由は、ＣＲＳがやはり競合している場合、そのとき
にはＣＲＳベースのチャネル推定は、正確ではないことにある。ユーザ端末は、ＣＳＩ－
ＲＳなど、他の基準信号を使用して、隣接するセルについての干渉の相殺を実行すべきで
ある。これについては、以下で詳細に説明されるであろう。
【００３９】
■一次セルと干渉するセルとについてのＣＳＩ－ＲＳ構成、およびＣＳＩ－ＲＳ競合ステ
ータス
　ユーザ端末に対するＣＳＩ－ＲＳ構成通知のための理由は、ユーザ端末に対するＣＲＳ
通知のための上記理由に類似している。現在では、ＣＳＩ－ＲＳは、ＭＵ－ＭＩＭＯやＣ
ｏＭＰなど、Ｒｅｌ－１０のユーザ端末についての強化された送信のためのＲＡＮ１にお
いて規定されている。ＣＳＩ－ＲＳは、ＣＲＳに比べてまばらであるが、ＣＳＩ－ＲＳ競
合の可能性は、依然としておそらく存在している。さらに、ＣＲＳが、非常に競合しやす
い場合、ＣＳＩ－ＲＳはまた、チャネル推定のための代替案である。それゆえに、一次セ
ルと、干渉するセルとについてのＣＳＩ－ＲＳ構成についてユーザ端末に通知することが
必要である。この情報を用いて、ユーザ端末は、隣接するセルのチャネル推定のための基
準信号として隣接するセルのＣＳＩ－ＲＳを使用し、また受信ノードの上の干渉信号を推
定して、さらに干渉の相殺を実行することもできる。
【００４０】
■ＡＢＳが構成される場合のＡＢＳタイプ
　現在では、２種類のＡＢＳが、ＲＡＮ１によってサポートされ、これらの２種類のＡＢ
Ｓは、低減された電力またはアクティビティを有するほとんどブランクのサブフレーム、
及び、ＭＢＳＦＮ（マルチメディア・ブロードキャスト単一周波数ネットワーク）サブフ
レームである。これら２つの構成では、ＰＤＳＣＨの上の干渉ステータスは、異なったも
のになる。一例を挙げれば、マクロセルによって構成されるＭＢＳＦＮでは、マクロセル
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からピコセルへのＰＤＳＣＨの上のＣＲＳ干渉は存在しない。逆に、非－ＭＢＳＦＮ構成
、すなわち実際のＡＢＳ構成では、ＣＲＳ干渉は、常にＰＤＳＣＨ上に存在する。ＭＢＳ
ＦＮ構成が存在するか、または実際のＡＢＳ構成が存在するかに応じて、ユーザ端末は、
受信中に、異なる干渉の相殺のステップを実行することになる。ＭＢＳＦＮタイプのＡＢ
Ｓでは、ユーザ端末は、ＰＤＳＣＨ上では干渉の相殺を実行しないが、ＰＤＣＣＨ上では
干渉の相殺を実行する。実際のＡＢＳ構成では、ユーザ端末は、ＰＤＣＣＨと、ＰＤＳＣ
Ｈとの両方の上で干渉の相殺を実行する必要がある。このようにして、異なるＡＢＳタイ
プでは、サブフレームが、ＭＢＳＦＮ送信を用いて構成される場合、そのときにはユーザ
端末は、基地局からの信号を受信した後に、サブフレームが、ＭＢＳＦＮ送信を用いて構
成されていることを知っており、またＰＤＳＣＨの上で干渉の相殺を実行する必要はなく
、それによってそのオペレーションを簡略化している。
【００４１】
■同期化情報
　同期チャネルに対する現在の性能要件に基づいて、ＳＩＮＲのしきい値は、ＲＡＮ４に
おいては－７．５ｄＢである。しかしながら、バイアス値が、６ｄＢよりも大きいとき、
そのときにはＰＳＳ／ＳＳＳは、ＲＡＮ４の要件を満たすことができない。それは、ハン
ドオーバー状況では、ユーザ端末でさえ、ピコセルに対してハンドオーバーされることに
なり、ユーザ端末が、ピコセルに同期化され得ないことを意味する。それゆえに、１つの
問題解決手法は、マクロセルが、そのハンドオーバーの前に、ＲＲＣ信号によりユーザ端
末に対して同期化情報を送信することである。情報は、開始サブフレーム番号のオフセッ
ト、例えば、ハンドオーバーの前の元のセルの開始サブフレームと、ハンドオーバーの後
のターゲット・セルとの間のオフセットとすることができる。オフセットは、サブフレー
ム・レベルでアラインメントされない可能性があるので、そのオフセットは、サブフレー
ム・レベルと、ＯＦＤＭシンボル・レベルとの両方におけるオフセットを含むことができ
る。ＯＦＤＭシンボルは、６６．７ｕｓを占めることになるので、そのときにはこの情報
はまた、ＳＦレベル・オフセットと、ＯＦＤＭシンボル・レベル・オフセットとの後の端
数部分も含むべきである。例えば、ＯＦＤＭシンボル・レベル・オフセットは、０．５４
倍のＯＦＤＭシンボルである。ピコセルに対するハンドオーバーの前にマクロセルから情
報を受信した後に、ユーザ端末は、選択されたバイアス値が、ユーザ端末それ自体の同期
シーケンス検出能力を超過するときに、ピコセルについての同期信号（ＰＳＳ／ＳＳＳ）
を検出する必要はないことになる。その情報を用いて、ＳＹＮＣについての新しい信号を
設計する必要はなく、またはより大きなバイアス値の要件を満たすために、レシーバ能力
を強化する必要はない。
【００４２】
　ネットワークが同期式のやり方で機能する場合、それは、マクロセルとピコセルとが、
完全にアラインメントされていることを意味しており、同期化情報が必要とされないこと
は、強調されるべきである。
【００４３】
　本発明の実施形態は、上記で説明されてきている。しかしながら、本発明は、特定のシ
ステムと、装置と、具体的なプロトコルとだけに限定されるものではない。その代わりに
、様々な変形形態または修正形態が、添付の特許請求の範囲の範囲内で当業者によって構
成される可能性がある。
【００４４】
　当業者なら、明細書、添付の図面、および添付された特許の請求の範囲についての開示
を検討することにより、開示された実施形態の他の変更形態を理解し、また実施すること
ができる。特許請求の範囲においては、用語「備える／含む（ｃｏｍｐｒｉｓｅｓ）」、
および／または「備えている／含んでいる（ｃｏｍｐｒｉｓｉｎｇ）」は、他の要素およ
びステップを除外するものではなく、また表現「１つの（ａ）」および「１つの（ａｎ）
」は、複数の形態を除外するものではない。本発明においては、「第１の（ｆｉｒｓｔ）
」および「第２の（ｓｅｃｏｎｄ）」は、単に、複数の名前を表現するにすぎず、そうで
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はなくて順序付けの関係を提示するものではない。本発明の実際の適用においては、１つ
のコンポーネントは、特許請求の範囲において引用される複数の技術的特徴についての機
能を実行する可能性がある。特許請求の範囲におけるどのような参照番号も、範囲を限定
するように解釈されるべきではない。

【図１】
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